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概要

厳しい景気後退とその後に続く景気停滞を受けた国内企業は、生産活動と販売活動の比重を海外に移しつつ

ある。この流れに従い増加傾向にある海外特許出願には出願先国での先行技術調査が不可欠であり、その手間

とコストは無視できないものとなっている。例えば、海外の調査会社や特許事務所に調査を依頼すれば多額の

費用がかかる上に、これら依頼先とのやり取りは相手国言語もしくは英語を介して行わなければならず煩雑な

作業を強いられる。その上、その調査結果が妥当であるかどうかも調査結果の翻訳と内容の吟味を必要とし、

調査結果の有効活用には何らかの支援が必要である。本研究では、効果的な先行技術調査の支援を目的とし、

弊社の多言語リソースと自然言語処理技術を組み合わせ、企業内技術者の先行技術調査の支援を行う特許検索

システムを構築した。本システムは、日本語←→多言語間を翻訳するモジュールと、明細書から IPCを推定

するモジュールと、明細書からその特徴をよく示す重要語を抽出するモジュールと、特許明細書を検索するモ

ジュールと、それらの結果をレイアウトするモジュールとで構成される。世界知的所有権機関のサイトで配布

されているテキスト分類コーパスWIPO-alpha により本システムの IPC推定モジュールを評価したところ、

Fallら [25]の報告と同等かそれ以上の精度を得た。

1 はじめに

研究開発により新たに生み出された技術やビジネ

スは、特許権を取得することで独占的に利用するこ

とができる。しかしそれらに新規性と進歩性が無け

れば特許として認められず、かけた時間と費用が無

駄になってしまう。重複投資や重複研究を避けるた

めには研究開発に先駆けて先行技術を調査すること

が望ましい。特に、景気後退とその後に続く景気停

滞を受けて国内企業が生産活動と販売活動の比重を

海外に移そうとするなら、海外での特許出願と出願

先国での先行技術調査が不可欠となる。このような

先行技術調査は特許事務所や特許調査会社に依頼し

たり自分で調査する方法が考えられるが、いずれに

しても膨大な特許データを言語の壁を越えて検索す

るシステムが必要である。本稿では、こうした背景

から開発中である多言語に特化した特許検索システ

ム（仮称 atari-kun）について紹介する。

ドキュメント集合から希望するドキュメントを取

り出すタスクは情報検索と言われ古くから研究され

ている [1, 2, 3]。例えば Saltonらは SMART（Sys-

tem for the Mechanical Analysis and Retrieval of
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Text）と呼ばれる検索システムを開発した [1, 3]。

彼らの検索システムは、ドキュメントを構成する単

語集合から不要語（ストップワード）リストに含ま

れる単語を除いた単語集合でドキュメントを表す多

次元ベクトルを求め、同様に検索質問（クエリ）か

らも多次元ベクトル表現を求め、それらのベクトル

から類似度を計算することによってドキュメント

検索を実現するベクトル空間モデルに基づいてい

る。ドキュメントを構成する単語集合からベクトル

表現を求めるとき、各々の単語すべてが同じように

ドキュメントの内容に関係するわけではないので、

単語の持つ重要度に応じて重み付けがなされるこ

とが多い。例えば、冠詞や助動詞といった機能語が

ほぼ全てのドキュメントに現れるのに対し、名詞な

どの内容語はドキュメントの内容に大きく関係し

て現れるので、ベクトル表現において内容語は機能

語よりも大きな重み付けをした方がドキュメント

の内容をより正確に表現することができ検索精度

も向上する [4, 5]。このように多くのドキュメント

に現れる語の重みを小さく特定のドキュメントに

偏って現れる語の重みを大きくするように単語の頻

度（term frequency; TF）とドキュメント頻度の逆

数（inverse document frequency; IDF）を用いて

ドキュメント内での単語の重要度を計算する方法は

TF-IDF[1, 3] と呼ばれ、ベクトル空間モデルに基

づく情報検索システムにおける基本的な重み付け方

法として知られる。IDF は同じドキュメント頻度

でもドキュメント毎の出現頻度が異なる語を区別し

ないため、内容語と単なる数字や一般的に現れる語

（一般語）に異なる重みをつけることができないと

いう欠点を持つ。これに対して、ポアソン分布が一

般語に対してあてはまりそれ以外の内容語に対して

あてはまらないという観点から、ドキュメントにお

ける単語の出現頻度にポアソン分布をあてはめ推定

したドキュメント頻度と実測値の差を単語の重要度

とする残差 IDF（residual IDF; RIDF）が Church

と Gale により提案された [6, 7]。特許検索に特化

した重要語の選択法としては、小西ら [8]が先願特

許検索の検索語を抽出するためのヒューリスティッ

クなルールを提案している。しかし多言語対応を視

野に入れた特許検索システムでは言語の数だけルー

ルを人手で定義しなければならず大きなコストが

かかってしまうので、ドキュメント集合が存在すれ

ば数学的な手続きで語の重要度を決定できる RIDF

は多言語に特化した特許検索システムに適している

と思われる。

日本語で書かれたクエリで他言語のドキュメント

集合を検索するタスク、すなわち記述言語がクエ

リとドキュメントで異なる情報検索タスクは言語

横断検索（Cross-Language Information Retrieval;

CLIR）と呼ばれる [9, 10, 11]。言語横断検索シス

テムは次の３つに分類できる [12]。

1. ドキュメント集合をクエリの言語に翻訳する。

2. クエリをドキュメント集合の言語に翻訳する。

3. クエリとドキュメント集合を別の表現に変換

する。

１では検索に先立って翻訳しておかねばならない

ため、検索システム開発時に時間的・金銭的コスト

が多くかかる。そのため人手翻訳ではなく機械翻訳

で済ませたり、検索範囲を特定の範囲に限定してし

まうことが多い。例えば市販で提供されている特

許検索システムの多くはこのような方法で日本語

以外の特許明細書の検索に対応している。２では

検索時に動的にクエリを翻訳する。例えば Fujiiと

Ishikawa[13]はタスクを２段階に分け第１ステージ

でクエリを翻訳して検索し、第２ステージで検索

結果のドキュメントを翻訳しクラスタリングして

出力することを提案した。Higuchi ら [14] は Fujii

と Ishikawa のアイデアに基づくシステムにパテン

トファミリーから複合語の対訳を自動抽出するモ

ジュールの追加を試みその有効性を示した。３では

クエリとドキュメント集合をそれらとは独立した表

現に変換する。例えば Salton[15] はシソーラスを

用いてクエリとドキュメント集合の言語の違いを解

消することを提案した。また Littman ら [16] はパ

ラレルコーパスから計算した潜在的意味インデッ

クス（Latent Semantic Indexing）を用いても可能

なことを示した。しかし１と同様にコストの問題

が残る。これらの検索精度について、Oard[17] や
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McCarley[18] は、言語横断検索においては翻訳方

向の違いによる翻訳精度の影響が大きいことを指摘

している。

以上を踏まえ、atari-kun では上記２の手法を選

び、クエリをなるべく高精度に翻訳することで検索

精度を高めることを目指した。特許検索用のクエリ

は特許の特徴を表す技術用語で構成される。つまり

検索精度を高めるにはクエリ内の技術用語を特許の

内容に応じて適切に訳しわけることが必要であると

思われる。特許には国際特許分類（IPC）と呼ばれ

る世界 90ヶ国以上の国で利用されている分類があ

る [19]。IPCは特許の技術内容により分類されてい

るので、IPC毎に専門用語辞書を作成しそれらを機

械翻訳に用いることで翻訳の精度を向上させられる

ことが期待できる。

以下、2節では開発中のシステムについて述べる。

3 節で本システムのモジュールの実験結果を示す。

4節でまとめと今後の課題について述べる。

2 多言語に特化した特許検索システム
atari-kunの開発

2.1 システムの構成

図 1 にシステムの概要を示す。図 1(a) は内外出

願（日本から海外への出願）、同図 (b) は外内出願

（海外から日本への出願）向け検索の処理を図示し

ている。

内外出願の場合、特許明細書は日本語で書かれて

いるのでユーザーは自ら重要語を選択することが

できるし、出願済みであれば IPCも判明している。

従って atari-kunには重要語やドキュメントを翻訳

するモジュールと IPC と重要語を元に検索するモ

ジュールと検索結果をレイアウトするモジュールが

有れば良い。

一方、外内出願の場合、他国語が分からなければ

明細書を読むことができないため重要語を選択する

こともできない。IPC も出願時の IPC しか分から

ず、中身を理解した上で IPC を追加して検索する

ということもできない。そこで、atari-kun は外内

出願向け検索のために明細書からその特徴をよく示

す重要語を抽出するモジュールと明細書から IPC

を推定するモジュールも含んでいる。

以下、各モジュールについて説明する。

• 翻訳モジュール
翻訳モジュールはルールベース型機械翻訳エン

ジンと IPC のセクション毎に作成された専門

用語辞書で構成される。

• 重要語抽出モジュール
重要語モジュールは IPC の全分野を網羅する

ように収集した特許コーパスから学習した重要

語判定エンジンにより重要語を抽出する。

• IPC推定ジュール

文書に１つ以上のタグを付与するタスクを文書

分類 [1, 3]と呼ぶ。IPCの推定も活発に研究さ

れており様々なアルゴリズムが提案されている

[20, 21, 22, 23, 24]。Fallら [25]は３つの代表

的な学習器（k-NNとNaive Bayesと SVM）に

よる実験の結果を報告している。Naive Bayes

による文書分類アルゴリズムは、文書に含まれ

る単語の出現確率が他の単語とは独立であると

いうシンプルな仮定に基づいており、SVM や

非線形分類器による複雑なアルゴリズムに比

べて実装が容易で実行時間が少ないというメ

リットを持つ。そこで IPC 推定モジュールは

Naive Bayes を用いてアルゴリズムを構築し

た。Fall らの Naive Bayes を用いた実験では

ドキュメントベクトルの要素に単語の出現確率

をスムージングしたものを使用しているが、本

研究では単語の重要度をドキュメントベクトル

の要素とした。そして IPC の全分野を網羅す

るように収集した特許コーパスで学習させた。

• 検索モジュール
検索モジュールは IPC と重要語から自動的に

生成した検索クエリで特許データベースを検索

する。

• レイアウトモジュール
レイアウトモジュールはクライアントのカスタ

マイズに対応できるように構成される。
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(a) 内外出願向け検索 (b) 外内出願向け検索

図 1 atari-kunのシステム

2.2 システムの機能

ユーザーが atari-kunで検索を行うには、検索条

件などを設定した検索ジョブを作成する。検索の結

果は atari-kunがレポートにまとめてユーザーに返

してくる、という流れになっている。

まず、図 2に検索ジョブの新規作成画面を示す。

1. 内外出願向け検索

内外出願向け検索を行う場合、ユーザーは画

面上部にあるフォームを操作して検索ジョブ

を atari-kunに登録する。まず検索対象文献を

指定し、次に検索式を日本語で入力する。次に

IPC を指定し、Create ボタンをクリックする

とジョブの作成が完了する。

2. 外内出願向け検索

外内出願向け検索を行う場合、ユーザーは画

面下部にあるフォームを操作して検索ジョブ

図 2 検索ジョブ作成画面の例

を atari-kunに登録する。まず docまたは pdf

ファイルを指定するか、他言語で書かれた明細

書テキストをテキストボックスにペーストす

る。次に Create ボタンをクリックするとジョ
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ブの作成が完了する。

検索ジョブが完了するとユーザーにはメールが届

き、画面上で検索結果を確認できるようになる。図

3に検索ジョブを実行した結果の画面の例を示す。

(a) 内外出願向け検索の結果の一部

(b) 外内出願向け検索の結果の一部

図 3 検索結果画面の例

3 実験

atari-kun は開発中の段階にあり、多言語対応で

は英語・中国語・ドイツ語・ポルトガル語・韓国語

の５言語を始めとして更に対応言語を増やしていく

予定だが、全てのモジュールが十分なレベルで機能

するほど完成しているというわけではない。そこで

この節では IPC推定モジュールの実験結果を示す。

実験には世界知的所有権機関（WIPO）のサイ

トで配布されているテキスト分類コーパスWIPO-

alpha[26]を用いた。WIPO-alphaは英文特許明細

書のコーパスで、約 46, 000件（約 3億ワード）の

訓練セットと、約 29, 000 件（約 2.4 億ワード）の

テストセットで構成されている。

IPC推定モジュールをWIPO-alphaの訓練セッ

トで学習させ、テストセットで分類させた結果を

表 1に示す。分類のレベルはクラスである。表内に

は、比較として Fall ら [25] の報告から分類用のテ

キストとして明細書のタイトル・発明人・出願人・

アブストラクト・詳細な説明の最初の 300 語を用

いて Naive Bayesで分類した場合の結果も示した。

特許明細書には複数の IPC が付与されることもあ

る。そこで推定精度の評価方法としては Fallら [25]

の top prediction、three guesses、all categoriesを

採用した。top predictionでは分類器の出力の第１

位の IPC が明細書のメイン IPC と一致したとき

に正解とカウントする。three guesses では分類器

の出力の第１位～第３位のどれかが明細書のメイ

ン IPC と一致したときに正解とカウントする。all

categories では分類器の出力の第１位の IPC が明

細書に付与されたどれかの IPC と一致したときに

正解とカウントする。

atari-kun に IPC 推定モジュールの推定精度は、

どの評価法であっても Fall らのものより優れて

いることが確認できた。特に three guesses では

86.8%もの高精度で推定できていることから、外内

出願向け検索で IPC 推定モジュールの上位３位ま

でを検索条件に盛り込むことにより検索結果の精度

向上に繋げられると期待できる。

また、セクションレベルの top prediction では
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表 1 IPC推定の結果

手法 Top-prediction Three-guesses All-categories

Fallら [25] 55% 79% 63%

atari-kun 62.7% 86.8% 70.4%

73.3%の精度だった。

4 おわりに

多言語に特化した特許検索システム（仮称 atari-

kun）を紹介した。

まず国内企業の特許を取り巻く状況から多言語に

特化した特許検索システムに必要な要件について考

察し、それに基づくシステムの概要を示した。

システムは開発途中の状態ではあるが、システ

ムを構成するモジュールのうち IPC 推定モジュー

ルをWIPO-alpha にて評価し、Fall らの報告した

精度より高い精度で IPC 推定できたことを確認で

きた。

今後は、内外出願向け検索ジョブの IPC とクエ

リを与えたときの翻訳精度と検索精度の検証と、外

内出願向け検索ジョブの重要語の抽出精度と検索精

度の検証を行う予定である。また、多言語対応とし

てコーパス作成と辞書構築の完成を急ぎ、多言語に

特化した特許検索システムをできるだけ早く提供す

ることを目指す。
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